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ヨシュア記　1:1
　今日からヨシュア記を読んでいく。ここにあるように、彼がイスラエルのリーダーになったのは、この民をエジプトから導いてきたモーセが死んだからだ。偉大な先達の後を受け継ぐのは非常に難しいことだし、ヨシュア自身、モーセに心酔してここまでやってきた。その喪失感は深刻なものだったろう。でも、そこには今までと変わらず、神がおられる。イスラエルの真のリーダーは今もなお神ご自身。ヨシュアはそのことを強く意識していた。だからこの書は神からの言葉によって始まっている。
 
 
ヨシュア記　1:2-4
　モーセはいない。だが、何も変わりはしないのだと神は告げておられる。ここには、神がモーセを通してイスラエル民族に約束されたこと、与えると約束した領土の広さは同じなのだということが告げられている。こうやって具体的なことを示してもらうのも、神を信じて歩み進む上では良き力になるだろう。聖書が観念の書ではなく、具体的な出来事によって御心・教えを指し示しているのは、意味のあることなのだ。
 
 
ヨシュア記　1:5-9
　ヨシュア記の中枢とも言えることが、神ご自身によって力強く告げられている。神が共にいてくださる。それこそがヨシュアの礎であり、イスラエルの原点である。それはモーセ自身が何よりの拠り所としてきたことでもあった。必ず一緒にいると告げて下さる神なのだから、私たちもまた、神と共に生きることを歩み進んでいく必要があるのはもちろんだ。そのためにこそ8節のように聖書の言葉をしっかり受け止めて、そこを歩み進んでいく必要がある。
 
 
ヨシュア記　1:7-8
　この言葉に、ヨシュアとモーセの違いを見ることができる。モーセは神と直接語り、その教えを神から受けていったが、ヨシュアはモーセを通して神が告げたことを受け継いでいく立場だ。政治・民事・軍事における指導者としては、ヨシュアは全面的な権限と資質を有したが、神と民とを結びつける役割は、モーセとは異なる。でもそれはヨシュアが劣っているということではなく、カナン定住を目指す民にとっては、律法と祭司たちの取り組みによって支えられる信仰のほうが望ましかったからでもある。そういう変化のためにも、神は聖書においてしっかりと語って下さっているのだ。
 
 
ヨシュア記　1:9
　強くあれ、雄々しくあれ、というのは、子どもの頃に歌った賛美歌にも出てくる言葉であり、ヨシュアに対する神の基本的な呼びかけだ。やはりヨシュアはその使命に恐れおののいていたのだろう。その謙虚さもまた大事だが、神がおられるからには私でもやれると確信することもまた、大切なことである。行きすぎた尻込みは、つまりは神の支えには何の力もないと言っているのと同じことになってしまう。強くあれ、雄々しくあれ、と神は私たちにも告げられるのだ。
 
 
ヨシュア記　1:10-11
　モーセの死を悼んで、民は30日の喪に服していた。でも、今は再び前進すべき時が来た、ということである。神の命令は、ヨシュア一人で受け止めるものではない。それは民全体と共に歩んでいくべきもの。だからヨシュアは民に向かって語り、号令をかけ、皆で進んでいくことを指示した。信仰は神と自分との関係であるが、そこだけで終わるものではない。人々と共に歩むべきものであることを、深く心していたい。
 
 
ヨシュア記　1:12-18
　ルベン部族などは、すでにヨルダン川東側に領土を得ていた。その際に、他部族のために共に戦うようにという約束がなされていたのだが、ヨシュアはここでそのことを確認している。自分のことだけでなく、他の人のことも顧みる、必要であれば犠牲を払ってでも、というのは、神の前に生きる者の基本的な姿勢だ。ルベン族たちはすでに与えられている恩恵を心から喜んでいたのだろう。この約束を果たすことについて、しっかりとした覚悟を表明している。神の恵みは大きいのだ。他の人のために犠牲を払うくらいのことは十分に可能なほどに。その恵みを自分たちの過ちによって滞らせてしまっていることが深刻な事態を招いているのでもある。
 
 
ヨシュア記　2:1-7
　斥候を送ることについて、ヨシュアは躊躇したかもしれない。40年前、せっかくの偵察隊は民を誤った方に導いてしまったのだ。でも、今度はきっと民もまた神を信じて良き方向に進んでくれるだろう、神ご自身がそのように導いてくれるだろう。この派遣の中にも、ヨシュアの神への信仰と期待、そしてまた、共に歩んでいる民への信頼をも見ることができる。恐れはある。失敗の経験ゆえにためらいもありえる。慎重さは必要だ。でも、神への期待は決して忘れたくない。
 
 
ヨシュア記　2:4-6
　斥候は、あいにくすぐに見つかってしまった。彼らをかくまったのがラハブである。その理由は後に書かれているが、彼女の知恵ある対応がこの二人を守った。この世界は混乱に満ちているから、知恵は必要だ。神はそういう能力も与えてくださる。ただそれを何のために、どのように用いるかということで、その人の幸いは大きく変わっていく。「主にあって」という基本的性質を、人であるものたちは皆、大切に持っていくべきである。そうすれば、この世界の何に少しでも良いものを生み出し得るのだから。
 
 
ヨシュア記　2:1
　ラハブが遊女であること、斥候たちがそこに泊まったことについては、当時の社会の中で、見知らぬ旅人が疑われずに泊まれる例外的な場所であったことを考慮すべきだろう。と同時に、彼女の生業は確かに神の前にある道徳としてふさわしくはないが、そこから彼女は神の前に生きる者となっているし、そのような彼女を否定したり、低く見る者はなかったことも考慮したい。神の舞えるあるべき姿はもちろんある。改めるべきもある。だが、人の罪深さという点では、どのような人も神の前には同じであって、ある人々を蔑視するようなあり方は、神の望まれるものではない。この両面性はなかなか難しいのだけれど。
 
 
ヨシュア　2:8-14
　ラハブは何となくイスラエルの斥候をかくまったのではなかった。そこにはイスラエルの強さへの恐れがあった。その先には、イスラエルを守る神への恐れがあった。彼女はエリコの民だったけれど、その心には主を恐れ崇める心があったのだ。大事なことは民族とか血筋ではない。その人が主なる神を恐れ敬うことこそが、神の民として受け入れられるための鍵となっている。彼女の行動は、神のご計画が何であるのかという核心が示されている。それはアブラハムに託された使命の実現でもあった。だからこの二人も、彼女の心をしっかり受け止めている。これは大事なことである。
 
 
ヨシュア記　2:15-21
　ラハブは、イスラエルの斥候に対して誠実に対応した。だからイスラエル側もまた、その一家に誠実を尽くすことになる。それは単に人間同士の誠実さの問題だけではない。そこには神に対するラハブの信仰が関わっている。つまり、イスラエルがちゃんと対応するかどうかは、神の名誉というか尊厳に関わることなのだ。信仰者たちは、自分たちの他の人々への対応がどのような意味を持っているのかを、よくよく心しているべきだ。それとも、神の御顔に泥を塗るようなことをしても平気ということか。
 
 
ヨシュア記　2:17-19
　このことには、ラハブ側の姿勢も問われる。ここに述べられているのは、つまり、ラハブ側もまた、真剣に助けを求めるべきであり、必死で救い出されようとすべき、ということだ。もし、当日にその家にいなかったら、助けを受けることはできないのだ。そんなもったいないことをする人はいない、と言うだろうが、でも、聖書には繰り返し、そのもったいないことをしている人々の姿がある。神の助けを求めているのに、その神から離れて行ってしまうようなことを、人はしているのだ。この警告は深刻だ。
 
 
ヨシュア記　2:22-24
　幸いなことに、今回の斥候たちは神の導きを信頼し、主が良きものを与えてくださったのだと信じて受け止めた。40年前の斥候たちも、ちゃんと調べたのは同じなのだが、そこに主が働いておられることをすっかり見落としていた。物事は、単に情報の羅列として見られることはまずない。そこに人々の思いが込められ、意志が込められていく。神への期待を抱くのか、人の限界を見るだけなのか、その違いは激しく大きい。
 
 
ヨシュア記　3:1-6
　いよいよヨルダン川を渡り、約束の地へと足を踏み入れようとしている。祭司が先頭で、人々も身を清めて後に続くようにとの指示は、この出来事が神の御手によって進められていくことを語るものだ。後のイスラエルは、しばしば物事を自分たちの力で動かしているつもりになっていた。だが、イスラエルのすべては神によってこそ。それは何よりの保証であり、勇気であり、安心でもある。この時、民はヨシュアと共に、その確かな道を歩いて行こうとしている。
 
 
ヨシュア記　3:7-13
　ヨシュアは前任のモーセとはとうてい比較の対象にならないことを、民も彼自身もよく分かっていた。でも、彼はモーセになる必要はない。今は彼をリーダーとして、神ご自身が立てたのだ。それで神は、ヨシュアと共にいることを明確に民に示すため、彼が偉大な業のリードをする機会を与えている。最も大事なことは、その人自身の資質レベル以上に、神がそこに共におられるという点だ。それこそが民の指導者としての何よりも大切な礎となる。ヨルダン川での奇跡は、そのことを民に示すためのものでもあった。
 
 
ヨシュア記　3:14-17
　この奇跡がなくても、川を渡ることはできただろう。でもこれはあの紅海を渡った奇跡の再現でもある。神は再びイスラエルのために水を分けて道を作ってくださった。神は必ず守り導いてくださるのだという印である。今回は川なので、両側にせき止められる必要はない。と同時に、せき止められた場所は20キロは離れた場所だから、民は間近に水の壁を見ていたわけではない。このあたりは、民に不安感を抱かせないための、神の思いやりと言えるだろう。
 
 
ヨシュア記　4:1-7
　こういう記念碑というのは、案外役に立つ。人は忘れやすい性質のものだから、ちゃんと思い出す機会を用意しておいてほうがいい。そして、そのことを次の世代に語り伝えていくことが必要だ。それがなければせっかくの記念碑も役には立たない。語り伝えよ、という命令は何度も繰り返されているのだが、残念ながらヨシュアの時代の人々は、彼ら自身はそこそこに神に忠実に歩んだのだけれど、その信仰は継承されなかった。やがてそれがイスラエルの悲劇となる。
 
 
ヨシュア記　4:8-10
　川の中に立ち続けるのは不安なことだったはずだ。いつ、水が押し寄せてくるか分からない。でも、祭司たちはそこに立ち続けた。それは神に対する信頼の表明であり、民に対してはこの神は信頼できるのだという呼びかけにもなったはずだ。祭司は、民の信仰を導く役割がある。彼らはその使命をしっかりと果たしている。なすべきことは違うだろうが、私たちもまたそれぞれに、他の人の信仰を励ますために果たすべきことがあるはずだ。
 
 
ヨシュア記　4:11-13
　ルベン、ガド、マナセの部族のことが明記されている。彼らはヨルダンの東側に領土を与えられて、すでに安住の地を手にしている。だからこそ、他の部族のために先頭に立って戦うことを誓っていた。彼らはその誓いを果たすべく、しっかり歩んでいたのだと、記録されているのだ。ヨシュア記には、こういう姿勢がよく書き記されている。この時期のイスラエルは様々な失敗はあるけれど、主の前に歩もうという志が見出される。
 
 
ヨシュア記　4:14
　すでに述べたように、一連の出来事はヨシュアの権威を神が確かなものとして指し示すためのものでもあった。その取り組みはしっかりと効果を発揮していた、ということである。人々は神を恐れ、それゆえにヨシュアにも従った。その理由は、神がヨシュアと共におられるたからこそ。人間としてのヨシュアではなくて、神のゆえに。ここもまた大事なことだ。
 
 
ヨシュア記　4:15-18
　ヨルダン川に起こった出来事が、確かに神の御業であり、また、神がイスラエルを守るためになさっていたことであるのが、このぴったりのタイミングの中にも示されている。おそらく、周辺の民は事の次第を見るために斥候を送っていたのではないか。人々は愕然として、この神に守られている民の存在に震え上がっていたことは、その後の聖書にも記されている。
 
 
ヨシュア記　4:19-24
　記念碑の意味が再度語られている。何度でも繰り返し語られているのは、一つには、一般の人々は文字を読む能力もなかったので、語り伝えて覚えさせることが基本であったためということがあり、同時に、人はやはり忘れやすいということがある。今日、私たちは手元に聖書を持っていることができるが、それを繰り返し読み、また、他の人からも聞かされていくことが、忘れ去ってしまわないためには、とても大切なのだ。
 
 
ヨシュア記　5:1
　ヨルダン川を渡る際の大々的な出来事は、イスラエルに勇気を与えただけではなく、周辺民族への大きな影響ももたらした。これは以前から神が語られていたことで、偉大な神がついていることを明示して、諸民族の抵抗をやめさせる意図が含まれている。イスラエルは戦って領土を勝ち取ったと言われているが、神の計画の中にはこのように、自発的な降参の道筋もあったのだ。すでにラハブというその良い実例が示されている。
 
 
ヨシュア記　5:2-5
　律法の規定では、割礼は生まれてまもなく行われることになっていたのだが、実際にはエジプト脱出の時以来、割礼は実施されていたかったようだ。律法の定めについて、私たちは新約時代のユダヤで行われていた状況をもとに緻密に考えているが、旧約時代には信仰の度合いとは関わりなく、もっと大ざっぱであったようだ。むろん忠実に実行することは良いことで、放置されていたことから来る弊害も多々ある。だが、神はそういった状況を見過ごして行かれているのも、聖書に示されている現状だ。それは、人のなしえることが限られていることをご存じの神でいらっしゃるから、でもあるだろうが。日本の私たちは生真面目に向き合うことが多く、それはとても良いことなのだが、神ご自身のほうがもっと寛容でいらっしゃる場合もあることは、心に留めておきたい。
 
 
ヨシュア記　5:6-9
　40年実施されていなかったことの是非はさておき、今ここでその命令が出たのは、イスラエルがあの反逆を過去のものとして、新たな民として立ち上がっていることを明確にする意図が込められていた。彼らはまた新たに、神の民として聖別されているのだ。第二コリント5:17で、古いものは過ぎ去って全てが新しくなった、と語られている言葉を思い起こす。人の実態は相変わらず問題が多い。でも神は人を新たな目で見てくださるのだ。
 
 
ヨシュア記　5:9
　エジプトのそしり、というのは、新改訳欄外注を参照すると、単にエジプトでの奴隷生活の苦労ということだけではなく、イスラエルの民がエジプトに倣って神々を礼拝していた時代を意識しているようだ。民はモーセを通して神と出会い直し、主なる神にこそ従うことを表明していた。約束の地に進む今、自らの立つところはどこなのかを、改めて問われ、表明したということにもなる。確かにそれは大事なことだ。バプテスマは一度だが、私たちは繰り返し聖餐式の際に、その立ち位置を自らに問うている。
 
 
ヨシュア記　5:10-12
　マナがやんだということは、民は通常の食物を手に入れられるようになった、ということを意味する。マナが与えられるのは幸いだが、それは危機的な状況だからのもの。神は本来、ごく一般的な形で私たちの必要に応えてくださる方だ。いわゆる奇跡の類にしても、それはないのが最も幸いなのであって、奇跡が必要なのは危機的な場面と言うこと。そんなものをあえて望む必要はない。マナ終了は大いなる幸いの印である。
 
 
ヨシュア記　5:13-15
　簡単に言えば天使が到来したということだが、これから始まるエリコとの戦いについて、神が全面的に主導権を持ち、神が事を決着させてくださることを指し示してくれている。いよいよ初戦となるヨシュアにとっては何よりの励まし、心強い支えになったことだろう。むろんヨシュアが臆していたと言うことではない。神の御手に委ねることは、決して何もしないでさぼることではなく、あるいはひ弱さの現れでもなく、これは最も堂々と生きるための柱であることを知っておきたい。
 
 
ヨシュア記　6:1-5
　主の軍の将の指示は奇妙なものだった。行進をすれば城壁が崩れ落ちるなどということを信ずるのはとても難しいだろう。これまで神の業を見てきたヨシュアだからこそ、その言葉を真っ直ぐに受け止められたのだとも言える。蓄積は力だ。神との日々を重ねていくことは、より豊かな祝福を見出していくために大きな力になり得る。信じたばかりの活気も幸いだが、年月を経た豊かさも幸いなのだ。どうか、今の自分に与えられている幸いを見出してほしい。
 
 
ヨシュア記　6:6-7
　主の将軍は計画の全体を語っているが、ヨシュアはその一部を告げているようだ。それは民の状況と必要を考えて、指導者としての責任で最善を指し示そうとした結果だろう。ヨシュアは民の導く者として、よりよく民に神の呼びかけを伝え、実行に移す道筋を取り組んでいった。むろん、その結果は問われることになるが、このあたりが預言者と指導者との違いとも言えそうだ。羊飼いの業とも言える。預言者はむしろ、全てを語り、民自身がそれに応じていくことを求める。それこそが預言者の使命でもある。
 
 
ヨシュア記　6:8-11
　一日目の指示が出され、民はそれに従った。最終目標はまだ示されていない。沈黙については2-5節の神からの指示にはないが、記録されていないだけか、ヨシュアがその意図に沿って説明を加えたものと言える。この行進の特異性がより明白になり、民にとっても神の指示に全面的に従う姿勢が強く問われるものとなっている。そして、この時のイスラエルは以前とは異なって、しっかりと神に従ったのだ。ただ一人を除いて。
 
 
ヨシュア記　6:12-15
　それまでの７倍のことをするのは、結構大変だ。町の回りを７周した時点で、民の体力はけっこう使い果たされていたことだろう。決戦をするなら、ぎりぎりまで温存するのが常道のはず。民はそこにも、この戦いは神ご自身によるものだということを強く意識させられたことだろう。この時のように神からの特別な指示があるのでない限りは、自分たちなりに最善を備えるのは良いことだ。ただ、最終的には御心によってこそであることを知り、だからこそ目の前のことに一喜一憂しない姿勢は堅持したい。
 
 
ヨシュア記　6:16-21
　民がしたのは、大声で叫ぶことである。町の外で叫んでみせても、それだけではせいぜい精神的な圧迫を与えられるだけだ。エリコ攻略の最大の業は、神ご自身によって遂行された。堅牢な城壁があっさりと崩れ落ちたのである。むろんこれはいわゆる奇跡であり、通常は起こりえないことだ。旧約でもこういう形での勝利は滅多にない。エリコ攻略はイスラエルが約束の地に入って最初の出来事だったから、徹底的に神の御手によることを指し示す、そういう意図からのものである。
 
 
ヨシュア記　6:18,21
　聖絶というのは、つまりは全滅させることだから、残虐だという印象が強い。戦争そのものについては、十二分に論を尽くして語らねばならない大きな課題なので、この連載では折に触れて所感を触れるに留める。ただ、聖絶についてはイスラエル人の側からの視点で言えば、残虐さとは全く別の意味が出てくる。当時の戦争は通常、勝った者が相手の所有物を獲得して良いということになっていて、それが戦費をまかなう手段でもあった。でも聖絶が命じられている時は戦利品はゼロとなり、つまりはただ働きを命じられているということになる。それも、自分たちの生命を費やしての戦いであり、仲間や家族が失われての戦いで、けれど、報酬はゼロなのだ。この命令はイスラエルに対してもまた、厳しい取り組みを求めるものであり、人間社会に見られるような皆殺しの論理とは全く別のものである。
 
 
ヨシュア記　6:21
　聖絶についてもう一言加えるなら、エリコの側にとっては、通常の戦いのように捕らえられ、奴隷として扱われることと、その場で殺されてしまうことと、どちらのほうがまだまし、と言えるような違いはなかったはずだ。現代人は奴隷制度の課題なども認識しているので、奴隷でも生きている方がまし、と言えるけれど、彼らにとってはそれはあまりにも脳天気な話。と同時に、生きてさえいればという感覚も、死後の世界を全く意識しない現代ゆえのものでもあって、彼らには縁遠いものだったであろう。もっとも、だからといって戦争をして殺し合って良い、ということにはならない。聖書にはたくさんの戦いが出てくるが、人類が避け続けてきたこの点に関する御心の理解は、とても重要な課題だ。
 
 
ヨシュア記　6:22-25
　約束通り、ラハブの一家は救い出される。彼女たちは主なる神に寄りすがることを選んだのだから、イスラエルの民としては、彼女たちを保護する責任があった。勝利に酔っていた民としては、そんなのは些細なこととして見落としがちだったかもしれないが、これは神ご自身の尊厳に関わること。そのくらいの決意を持って、信仰者はこの世界に対する神の恵みを遂行する必要がある。ラハブたちはカナン人だが、イスラエルの一員として歩んでいく。こういう組み入れは結構行われていたことだと覚えておきたい。
 
 
ヨシュア記　6:26-27
　エリコは交通と防衛の要所だったので、昔から栄えた土地である。イスラエルとしても自分たちの町として利用したいと考えただろう。でも、この勝利は神によるものだから、ここから先の必要についても、神がその要となってくださることを信頼して、ヨシュアはこのように告げている。後に北イスラエル王国のアハブ王の時代に、ここに町を再建した人がいて、ヨシュアの言葉通りになったということが、第一列王16:34に記されている。
 
 
ヨシュア記　7:1
　問題を起こした人がいた場合に、その影響が民全体に関わってくるという場面は聖書によく出てくる。いわゆる連帯責任とは趣旨が違う。ただ、人は一人で生きているのではなく、互いに支え合い、励まし合い、あるいは戒め合いつつ歩むべきものであるのが神の意図するところであることからすると、誰かの生じさせた問題はその人々皆で取り組むべきものとして提示されていくのが、人としての本来のあり方、ということになるのだ。互いに愛し合えと語られた主の意図される人間社会が成り立つためにも、時にはこういう痛みもまた、共に担われねばならないということか。
 
 
ヨシュア記　7:2-5
　この敗戦は思いがけないものだった。過信とか、油断ということではなく、神が共にいてくださるのだから大丈夫、という安心感だったのだろう。ただ、その最大のよりどころがこのときは失われていた。神を信頼するが故にこそ全面的に安心しているのは良いことだ。ただ、神との結びつきをしっかり保っていくことについては常に熱意を持っていたい。神をつなぎ止めるためではない。自分たちが神から離れてしまわないために、である。流れ出してしまうのは、私たち自身のほうなのだから。
 
 
ヨシュア記　7:6-9
　ヨシュアはモーセとは違う。だが、彼や同時代の人々の良きところは、こういう場合にちゃんと神に向き合うところだ。神に拒まれていると感じると、神の前に出ることをためらってしまう傾向は大きい。でもそれでは何も解決はしない。もっとも、彼はこの敗戦を、自分たちの慢心（あるいは熱意の不足）に対する神の叱責か何かだと思っていたようだ。それで、この敗戦の影響は甚大なのにと訴えている。まあ、人は自分だけでは問題の本質はわからないことが多い。やはり神ご自身から指し示されてこそ、であろう。
 
 
ヨシュア記　7:10-12
　善悪は自分で気づけ、という考え方もあるが、神はご自身のほうからはっきりと指摘されるやり方をなさる。だから律法には数多くの罪が具体的に語られているし、こうして人々に宣告もなさる。それは厳しさである以前に、人々に対する神の温情の現れだ。もし気づくまで放っておいたら、人はどこまで転げ落ちてしまうか分からない。さまよい出てしまった羊を、神は探しに行かれるのだ。ヨシュアたちは、それでようやく事の次第と重大性を悟った。
 
 
ヨシュア記　7:13-15
　何をどうすべきかについて、神は明確にヨシュア立ちに告げられた。ここまで事細かにではないとしても、神は常に人類に対して、どうあるべきかを指し示しておられる。第二テモテ3:16にあるように、聖書は私たちがどう生きて、どう行動すべきかをよく示してくれている。むろん予定表を提示してくれるわけではないが、ローマ12:2のように何が良いことで幸いかをちゃんと選び取れるだけのものがあるのだと、約束されているのだ。たとえ今、分からないように思うことがあったとしても、わかり得ていることを歩んでいくなら、きっと視界は開けてくるだろう。
 
 
ヨシュア記　7:16-18
　誰が犯した罪なのかについて、神はその人物をそのまま名指しすることはせず、くじという方法を用いられた。この場合のくじは神の指摘そのものではあるけれど、ヨシュアたちが自分らで取り組んで、ちゃんと見つけ出していくようにと、あえて手間をかけさせている。神に言われたから、というだけではなくて、自分たち自身の決意と覚悟を持って、人は罪の課題に向き合っていかねばならない。犯人捜しだけでなく、良き道を選び取ることも、悪への対処や、被害への対応も。
 
 
ヨシュア記　7:19-21
　考えようによっては、アカンのしたことはついの出来心であり、ここでも神妙に白状したのだとも言える。自分は悪くないと言い張ったり、どこまでも隠そうとしたり、用意周到に悪を企んだのに比べたら、はるかにましだ。でも、それだから容認される、ということにはなっていない。様々な事情があってもなお、罪は罪であり、それに応じた対処はある。赦しというテーマが出てくるのはそこから先のことだ。もっとも、アカンの場合は聖絶の戦いをしている中でのことだから、事の深刻さは単なる窃盗よりははるかに重大だ。
 
 
ヨシュア記　7:22-26
　現代社会は個人としての認識があるから、家族もろともというのは戸惑いを覚えるだろうが、当時は家族という単位での認識が基本だ。結婚が親の決定行為として見られているのもその一つだ。家族その他は、「彼の所有物」24節として理解されているので、こういうことにならざるをえない。処罰などはその時々の社会理念を反映したものにならざるをえない。家族もろともには私も強い違和感があるが、この事態の打開は、社会の通念そのものの変革によってこそ、なのだ。
 
 
ヨシュア記　8:1-2
　神が共におられるならば恐れることはないのだ。イスラエルの戦いは、その一点こそが最大の課題なのだから。アイの町が強いかどうか、イスラエルの戦い方が巧みかどうか、戦略がどうかですらない。これは人間の側としてはなかなか受け入れがたいことだけれど、神にあってこそ生かされているということを突き詰めていくことを、神の民と呼ばれるイスラエルは強く、厳しく問われていくのだ。伏兵の策は、民の不安に対する神からの温情だろう。
 
 
ヨシュア記　8:3-9
　伏兵が、当初の総勢3000人の10倍とはね。この戦いに臨むイスラエルの決意と悲壮感がうかがえる。神への信頼と自分たちとしての覚悟、両方がふさわしく重なり合うならば、信仰のあり方としてはふさわしい。残念ながらどちらかに偏りがちで、それゆえに事態は混乱し、悪い方へと転がってしまうことが多いのを痛感させられる。幸いにもこの時期のイスラエルは良い道筋を選んでいる。民然としてのこういう傾向は、イスラエルの歴史上、滅多にないことでもあろうが。
 
 
ヨシュア記　8:10-17
　エリコでの戦いよりも詳細に記録されている。人々の必死の思いがよく分かる。一方のアイは、事の次第を全く理解していない。自分たちの力で勝ったのではないことにも気づかず、神の関与を知らずに思い高ぶっている。自分の実力ではないのにうまくいったような時にこそ、そこに働いておられる神を知り、神を崇めるべきなのに。アイとしては千載一遇の機会を逸したのだとも言える。
 
 
ヨシュア記　8:18-29
　勝利は当たり前だったかもしれない。軍勢の数も、戦術的にも、イスラエルはアイを完全に圧倒していた。客観的に言って、負けるはずがない戦いだった。でも、イスラエルはそのすべてを、神の業として受け止めて、それに従う自分たちであるという立ち位置を守り続けている。神が共におられるならば、絶対ということはない。そう、自分は強いのだから絶対に大丈夫、はないし、自分は弱いからとうていだめ、もない。そうわかっているから、ただ主を待ち望み、主に頼って進もうとするのだ。
 
 
ヨシュア記　8:30-35
　戦いの後に続いたのは、勝利の歓声ではなく、神を見上げる心だった。民は改めて自分たちが神の前に生きているものなのだということを確かめ、神の言葉に聞き従うことを決意した。アイへの勝利を喜ぶことよりも、神がちゃんと自分たちと共に歩んでくださっていることをこそ、何よりの喜びとした。民にとって、この勝利が意味するものは、何よりもそこ、神が共におられることの証拠であったのだから。
 
 
ヨシュア記　9:1-15
　イスラエルの進軍に、カナン諸勢力は団結して対抗しようとしている。それが身を守る最善策だと考えたのだ。それからすると、ギブオンの行動は裏切りと言われても仕方のないことだ。でも、彼らもまた自分たちの身を守ろうと考えたのだ。勝てない相手ならば味方についた方がいい。自分たちの、そして町の人々の命を保った方がいい。たとえ支配されることになったとしても、それでもなお、と選択をした。彼らを意気地なしと嘲笑するのはやさしい。恥も外聞もなく、と言う人もあるだろう。でも、彼らは彼らなりに覚悟を決めて、イスラエルの側に着くことを決意した。むろん、その結果がどうなるかを、彼らは自らの命をかけて問われることになる。もしイスラエルが敗北したら、自分たちも全滅する。彼らは一つの重大な選択をしたのだ。それは彼らの未来を開く価値あるものだったのだ。
 
 
ヨシュア記　9:4-5
　彼らは計略をかけたが、こんなものでだませると確信していたのかどうか。もし、イスラエル側が戦いの経験が深く、国と国との駆け引きに秀でていたら、すぐさま見抜いていただろうと思う。あいにく、そしてギブオンにとっては幸いにも、イスラエルは単純だった。おかげで彼らは盟約を結ぶことができた。事実としては、嘘をつき、だましたのではある。そのこと自体は悪い。でも、そこまでしても彼らは助かりたいと願い、イスラエルの味方になりたいと願った。その熱意が神には認められたのだと言える。誰かを傷つけて、誰かを押しのけての嘘によって我が身の利益を求めるのは許しがたい。でも、必死の思いで幸いを求めることは、人が神に前にある姿としてはむしろふさわしいことなのだ。モーセらの強引なまでの祈りを思いだそう。
 
 
ヨシュア記　9:14
　イスラエルはだまされたが、その最大の責任はイスラエルの側にあると聖書は記している。彼らはこの事態について、神の指示を仰がなかった。戦いのすべては神の手によるものなのだと教えられたばかりなのに、またしても人々は神に尋ねることを忘れた。結果的に言えば、このときは重大な災害を招きはしなかった。でも、自分たちのしたことがどれほど危険なものであったかを、民は改めて思い知らされたはずだ。この程度ならば大丈夫、ということはない。人は常に神によってこそ導かれるべきなのだ。
 
 
ヨシュア記　9:18-21
　だまされたと知って憤ったイスラエルだが、幸いにもこのときは、その後の対処を誤らずに済んだ。民の指導者たちが、正しく民を導いたからだ。相手の偽りだろうとも、彼らは主の名にかけて盟約を誓ったのだ。そのことが民に重大な被害をもたらすならばともかく、だまされた我が身の過ちを棚上げして、だまして相手に報復して憂さを晴らすわけにはいかない。神の基に誠実に生きる者は、他の人々との関係においてもまた、誠実に生きるべきなのである。
 
 
ヨシュア記　9:22-27
　ギブオンの人々がなぜイスラエルについたのか、その最大の理由が24節からに出ている。彼らが恐れたのは主なる神の存在だった。エリコのラハブがそうだったように、主の偉大さを知ったからこそ、彼らはイスラエルとの盟約を求めたのだ。これは単なる勢力争いではない。主と戦うつもりなのか、それとも主を仰ぎ求めるのか、その違いが問われていくことになるのだ。手段はともかく、彼らもまた、主を恐れる民の一員になることを選んだのである。ギブオンはイスラエルの一員として組み入れられていく。当初の扱いは低かったとしても、隷属させて酷使した、というのとは別のものである。ソロモンの時代などには、この地に大切な礼拝の場が築かれている。
 
 
ヨシュア記　10:1-5
　ギブオンはカナンでも有力な町だったのだとある。そのような町がイスラエルに屈したことが周囲には恐怖となったのだ。このことはギブオンがどれほどの覚悟をもってイスラエルと共に歩むことを選んだのかを示すものと言える。時に人は決断が必要だ。その時何を選び取るかが鍵となる。同時に、もしカナンの諸勢力がギブオンの例を参考に道を選び取っていたら、どれほど話は違ってきていただろうかとも思うのだ。
 
 
ヨシュア記　10:6-11
　ギブオンはイスラエルに助けを求めた。盟約を結んだのだから当然でもある。そしてイスラエルは神ご自身の指示に基づいてギブオン救出に赴いている。結果的にそれは、カナンでの勢力争いにとって大きな節目となった。と共に、この戦いを決したのはイスラエル自身の戦力ではなく神の御手であったことが11節には記されている。これもまた、イスラエルの戦いではしばしば見られることだ。
 
 
ヨシュア記　10:12-15
　何がどうなってこういう現象が起こりえたのかは、奇跡だから解明はできないだろう。聖書自体が、これはあまりにも不思議という扱いで、特別な出来事だったと記しているくらいだ。ただ、この特異な出来事をギブオンを守るための戦いのために神が与えてくださった点は注目に値する。イスラエルが御心を尋ねないままに受け入れてしまったギブオンであるが、神はその町を守ることを重視されたということである。聖書に排他的な意識を見ようとする人は少なくないが、神の心は決してそうではないのだ。氏素性ではなく、神の前に立とうとすることのゆえにこそ、なのだ。
 
 
ヨシュア記　10:16-43
　ここに出てくる地名を確かめると、イスラエル南部、後にユダ部族の所有地となるあたりの町々であることが分かる。戦国時代の信長軍とかだったら、ワクワクしてその転戦を読むのだろうか。もっとも聖書の意図はそういう爽快感よりもむしろ、民が圧倒的な敵に向き合っても怖じ気づかず、神の助けを信じて前に進み続けたことを物語るものだ。かつては逃げ出した民が、ヨシュアのもとで強い決意を持って戦い続けて姿は、人生そのものの中でも問われていくものだ。もっとも、これほどまでに神の前に堅く立ち続けた時期は、イスラエルの中でもほとんどないのだが。
 
 
ヨシュア記　11:1-23
　今度は北方の町々が出てくる。後のガリラヤ地方にあたる。それはつまり、イスラエルが置かれていた状況がとても厳しいものだったことを示している。カナン全土が相手だったのだから。それでも民は逃げずに進み続けたのだと聖書は語る。そしてまた、一連の戦いは神の命令に基づいてのものだったことが15節のように明示されている。イスラエルの勝手な行動ではないということも、これらの戦いが人類の歴史に多く見られる戦争と一線を画すものであることを示している。戦いについての論議は詳細になされねばならないが、少なくともヨシュア記はそれを、あくまでも神の主権のもとに、という位置づけで指し示している。形としては戦いだが、それはいわば、ソドムとゴモラが天からの火で滅ぼされたのと同類であり、人間同士の争いという範疇ではないと言えるだろう。
 
 
ヨシュア記　11:19-20
　一連の戦いで考慮すべきは、ギブオンのように神の前に生きることを選んだ者は他にはいなかったという厳しい現実だ。別の道があり得たのに、人はそれを拒んでしまうのだ。20節には神がそうさせたのだとあるけれど、ギブオンの例のように、民が真に望むならば共生の道はあり得た。それに神が人の心を縛って悪に走らせるということはない。この類の表現が旧約にはあるけれど、その状況の一切を神が支配されていることと、カナンの民への神の強い意志があること（悔い改めれば別だが）を指し示すものと言える。それはカナンの状態があまりにもひどかったことが背景にある。神はあわれみ深い方だが、悪を放置するおつもりはない、ということだ。
 
 
ヨシュア記　12:1-24
　こういう箇所を読む時は、地図を傍らに置きたいものだ。こういう列挙は、神が何をなさったのか、民がそれにどう答えたのかを振り返るために書き記されている。順に辿りながら歩みを振り返るのは意義あることだ。私たち自身の歩みにおいても、日記を読み返したり、思い出を辿りながら、神の御心と御業、そして自分たちの歩みを確かめることができる。詩篇103:1-5も参照したい。
 
 
ヨシュア記　13:1-7
　イスラエルの指導者になった時点でヨシュアはすでに最高齢だったから（40年の旅がある）、この13章まで来るのにそれほど長い年月を経たわけではないだろう。でも、それ故にこそ、ヨシュアには時間がなかった。事は、彼一人で完成できるものではなく、民全体、それぞれの部族による取り組みによってこそ完成されていくのだ。それは光栄なことであり、でも同時に責任の重いことでもある。民の取り組み次第で、子孫たちのあり方に大きく影響するのだから。私たちは今を担いつつ生き、そしてまた未来の世界をも担いつつ生きるのだ。
 
 
ヨシュア記　13:8-13
　ヨルダン川の東側に所有地を先に与えられていた部族のことがまず語られている。彼らは約束通り、民全体の先頭に立って戦ってきたが、同時に、自分たちの領地を確保していく使命もあった。基本的には、各部族とも、よくやっている、という記録ではある。ただ、13節のように、それが十分ではないところがあったということが、次々と指摘されていく。これは他民族とも仲良く、という趣旨ではなくて、人々が勝手に判断して、もういいや、と手控えたという部類のものだ。この曖昧な姿勢が後に問題の種になっていく。何にしても、御心に基づいてこそ、であるのだ。
 
 
ヨシュア記　13:14
　レビ人は別扱いである。彼らはまとまった領地を持たない。過去のいきさつは様々あったけれども、この時点ではやはりそれは彼らの役割ゆえと言うべきだろう。民全体に仕える者として、彼らは部族としてのまとまった領土は持たなかった。生活に必要な町々は手にしていたが、レビというまとまりは、使命の中でこそ意識されて行くのだ。こういう特殊な存在を置いていくことによって、神は民に向けて教えを説いていくのだ。そう、仕えること、共に歩むこと、そして、特別な存在の到来があること。
 
 
ヨシュア記　13:15-23
　まずはルベン部族だ。ヤコブの長男だけれど、この12人においては、嫡男というような特別扱いはない。皆、等しく扱われていく。バラムのことが記されている。民数記22章に登場する異邦人の預言者だが、彼は神を認めつつも結局は神の御心を生きることは選ばなかったようだ。ゆえにイスラエルにとっては悪をなすやっかいな存在であった。その決着がつけられたのはモーセの時代だが、その点が改めて記録されている。神を知っていることと、神と共に生きていることとは別なのだ。
 
 
ヨシュア記　13:24-31
　ヨルダン川東岸の領地として、ガドとマナセの半部族についても記されている。彼らもすでに割り当てが済んでいた部族だ。ここまではモーセが存命中に扱いが済んでいたもので、ヨシュアのもとではその確認がなされているに過ぎない。カナン全体では領地獲得は必ずしも順調に進んではいなかったのだが、だからといって、これらの領地が再編されることはなかった。神のもとにある約束は必ず果たされるということの現れとも言える。
 
 
ヨシュア記　13:32-33
　再びレビ族のことが記されている。レビはもともと東岸での領地が予定されていたわけではないが、この部族はイスラエル全体の中に点々と町を与えられていくことになる。それゆえ、東岸について語られる中で触れられているのだろう。彼らはイスラエルの民全体のために奉仕する役目を与えられていたがゆえに、各部族の中に住む町を与えられていったのである。部族としての力は小さかったけれど、その存在意義はとても大事なものだった。
 
 
ヨシュア記　14:1-5
　モーセの時代からだいぶ時が経っており、その後の各部族の活躍とか、諸事情もあっただろうが、割り当て地についてはモーセが定めたとおりに行ったことが明記されている。もともと割り当て地とは、各部族の功績に対する報酬ではなくて、あくまでも神が備えて与えてくださる部類のものだ。イスラエルの民自体がもともと、神がこのようにして所有地を与えてもらえるような功績があったわけではなく、神の一方的な恵みに過ぎない。人は神から多くのものを与えられているけれど、それが恩恵であることをしっかりと覚えていたいものだ。そうすれば手にしたものによってあれこれ言いたくなる混乱を避けられるだろう。
 
 
ヨシュア記　14:6-15
　部族への割り当て地について語られている中に、カレブの話が取り上げられている。彼は荒野の40年が始まる前に、ヨシュアと共に神を信頼し続けた人であり、当時の大人の中で生き残った人だ。どうやらヨシュアより20歳ほど年下だったようだが、それでも当時のイスラエルではヨシュアに次いで最年長である。こういう人がいて、下の世代に神に従うことの経験を語ってくれるのは実に意義深いことだ。
 
 
ヨシュア記　14:11-12
　カレブの心は若き頃と変わりがない。自分の力への自信よりも、それは神を信頼する者（9節）であることからくる確かさのようだ。もちろん人は年を経れば衰える。でも、変わりなく全能であられ、変わりなく顧みてくださっている神がおられるかぎりは、人としての力量をはるかに越えて、人は力強く生きていくことができるのだ。ユダヤ人もギリシャ人も、と言われているのだから、赤ん坊も青年も高齢者も、である。
 
 
ヨシュア記　14:12-15
　諸部族は、どんな良い土地を割り当ててもらえるのかと心待ちにしていたのだろう。それはそれで良い。だがカレブは、さらに積極的に、神にあって使命を果たし続けたいと願っている。それも困難に相手に立ち向かうことを志願して。諸部族が困難に相手については手をこまねいている様子がヨシュア記には出てくるのだが、いやいや、もし人々が神に心から期待していたならば、事態は大きく変わり得たのだと、この書は語り告げているのだ。
 
 
ヨシュア記　15:1-12
　境界線を記していくのは他の部族でも同じだが、ユダ部族の場合はかなり詳細に明示されているように思える。この詳しさはユダがイスラエルの最南端を支える役目を持ち、他国との境界を担うものだったからだろう。エドムなどはカナンの民とは別格扱いがなされていた民族で、攻め取ればいいという相手ではない。だからこそ、どこまでを管理し、どこから先は手を出さないのかがはっきりする必要もあったのだ。神は実際的に物事を定め、また遂行して行かれる方だ。概念だけでなく具体的に、それはやがてなされる救いの業においても言えることだ。
 
 
ヨシュア記　15:13-19
　ヘブロンは南部における重要地点だから、カレブの活躍は大きなものだ。彼は若き頃から、神に信頼することを身につけて歩んできていた。弟のオテニエルも勇敢な人だったようだが、彼の目は当座の利益にしか向けられていなかったようだ。それに対してカレブの娘は先見の明があった。ユダの地域では何といっても水の確保が最優先事項なのだ。蛇のようにさとく、という言い方すらあるように、良き知恵と判断力は意義深いもので、それはまさに神からの賜物である。女性の地位が著しく低かった時代に、けれど聖書は、聡明な女性の存在を記録している。
 
 
ヨシュア記　15:20-62
　地図を横に置きながら見た方が良さそうだが、それにしても、そこそこの地図ではこの全ての名前が載っているわけではない。こうやって町々が指し示されるのは、ユダの立場を認める意味があると共に、その勢力範囲を限定するものでもあっただろう。１２部族の中でも強大なユダがふさわしく位置づけられてこそイスラエル全体の安定も成り立つのだ。しばらくはそれで済んでいたが、やがてこの課題は王制のもとで現実の危惧となっていった。
 
 
ヨシュア記　15:63
　ユダ部族は力が強かったけれど、エルサレム攻略には失敗した。後にダビデが攻め落とすまで、この町はエブス人のものだった。相手の状態にも影響されることだから、すぐにうまくいかないことはある。ただ、この点がずっと放置されていたことは認めがたいものだ。相手が弱体化したことはいくらでもあっただろうが、残念ながらその時代、イスラエルは内部対立の日々であって、相手側に付け入ることなど考えられなかったのだろう。いくら強くても、神の前によく立っていなければ、どうにもならないのだと、強く思い知らされる。
 
 
ヨシュア記　16:1-10
　ヨセフの子孫はマナセとエフライムの二部族であり、ヨルダン川西岸の1/3を占めるほど大きな地域を割り当てられている。この地域は平野も多く肥沃なので、ユダをしのいでイスラエル随一と言えるほどのものだ。東岸のマナセ領地を加えれば、イスラエルの半分を支配しているとも言える。実質的に彼らは民全体のリーダーとしての役割を求められていたのであるが、その後の歴史を見ると、責務を十分に果たしたとは言いがたいようにも思う。これだけの力を持ちながらも、彼らもゲゼルを取りこぼしている。
 
 
ヨシュア記　17:1-6
　イスラエルは男子の家系を中心に考える民だったので、女子の存在は考慮されていない。だがここにツェロフハデの娘たちが登場し、女子の相続を認めてほしいと要請している。もっともこれは男女同権の話ではなく、その家に割り当てられたものが、男子がいないという理由だけで他の家に渡されていくのは不合理だという、家制度との兼ね合いでの議論である。家への割り当てを大事に守り続けることはイスラエルの土地制度全体に関わる理念だが、家を守る云々だけでなく、それが資産を失って没落していくのを防ぎ、社会の安定を保つ方策でもあったのだ。
 
 
ヨシュア記　17:7-13
　16章のエフライムに続いてマナセ部族の領地が記されている。すでに東岸にも領地を手にしているのだから、その広大さは驚くほどのものだ。聖書には部族間の領地争いの類は記されていないが、それほどにヨセフが圧倒的だったと言うことか。それとも神の割り当てとして納得したのか。本来の意味としては、このような巨大な部族は他を支える役目を果たして、それゆえの平穏であるはずなのだが、士師記の様子を見ても、なかなかそうは見えない。結局は自分のことで精一杯になってしまっているのだ。
 
 
ヨシュア記　17:14-18
　部族の人数も多かったヨセフがさらなる領土を求めたくなるのは、彼らにとっては当然のことだったのだろう。ヨシュアも彼らが自力でペリシテなどを攻めて拡大することは認めている。だがヨセフ族が思い描いていたのは、他部族の分をもらい受けるということだった。これは明確に否定されている。必要であることと、他から取り上げて自分のものにするのとは全く別の話だ。これがまかり通れば盗みも略奪もＯＫということになる。この点の思い違いは現代にも通ずることだろう。ちなみにヨシュアはエフライム族の出身であり、身内だからという安易な期待もあったのかもしれない。
 
 
ヨシュア記　18:1-7
　そういえば、すでに割り当て地が決まっていた部族は、それぞれ自ら主張して土地を手にしていったのだったな、と、この箇所を見て気づかせられた。有力な部族であったとかそれぞれ理由はあるけれど、ともかく彼らは意欲的に領地を獲得していこうとしていた。割り当てと言っても、占領していかねばならないものが多くて、空き地を配分されるのとは意味が違う。７部族にはその気概がなかったということか。だからヨシュアは彼らを叱咤激励している。求めなさい、そうすれば与えられる、という言葉を思い起こす。
 
 
ヨシュア記　18:5
　力のある二部族に対して、すでに与えられた領地に留まれ、と命じられている。もっともっと、と願いたくなるのは人の常で、彼らにはその力もあったけれど、でも、規模の小さな７部族もまたちゃんと土地を割り当てられるべきなのだとある。それは、この全てが神から与えられるものだからだ。どんなに力があろうと、獲得のために自らも努力していたとしても、すべては神からの賜物なのだと、イスラエルの土地制度ははっきりと語っている。
 
 
ヨシュア記　18:8-10
　ようやく重い腰を上げた７部族は、未踏査の地域を調べ直して、ヨシュアに報告している。その大半はまだ占領されていないけれど、神が与えると約束された場所なので、その前提で扱われているのだ。そういったあたりも、この時期のイスラエル人はけっこう神によく従う者たちであった。以前なら尻込みして、大部族に頼るか、そのおこぼれで満足しそうなものだったけれど。くじが使われているのは、人の知恵ではなくて神の指示に基づいて対処するためである。
 
 
ヨシュア記　18:11-28
　ベニヤミンは勇猛な部族であったようで、規模は小さいながらも目立つ存在だった。大部族ユダに隣接していることはいろいろ面倒もあっただろうが、彼らの自意識は強いものだった様子である。士師記の時代にはそれで騒動を起こしてもいる。でも、最初の王サウルはベニヤミンの出身だし、後には南ユダ王国に属するが、あのパウロはベニヤミンの出身と語っているように、その系統はしっかりと続いていったようである。人の持つこういう自意識は、良くも働くし悪くも働くのだということを思わせられる。
 
 
ヨシュア記　19:1-9
　シメオン部族は、後にユダ部族に吸収されていく。もともとその領地がユダから分けられて、それでお互いに納得しているように、両者の関係は密接でもあったのだろう。１２部族という意味合いからすれば、それぞれの独立性も大事と言えるけれど、人々の暮らしそのものから言えば、必ずしもシメオンとしての存在意義を主張するよりももっと有益な生き方もあった、ということか。彼らはそういう道を選んだのだ。
 
 
ヨシュア記　19:10-16
　ゼブルン部族はかなり小さな領地である。いわゆるガリラヤ湖の近く（ただし面してはいない）、後のナザレはこの中に含まれていたのではないかと思うが、この時代にはまだその名はない。部族としての勢力もその程度だったということか。もっとも民数記26章に出てくる人数ではユダと大差なく、マナセを上回っている。激減したという出来事は見られないので、人数だけの話でもなさそうだ。これは他の小規模領地となった部族にも言えることだが。
 
 
ヨシュア記　18:17-23
　イッサカルはゼブルンの隣、東南に位置して、ほぼ同程度の広さだ。ユダ族やヨセフ族に属する町々が数えられないほどあるのに対して、このあたりの部族は１６個とか、その程度である。生活そのものが厳しくなるほどの差をつけるとは考えにくいし、そういう理由から対立が生じたという話も出てこないので、それで足りる程度であったということなのだろう。あるいは、広大な領地を持つ部族のほうが、広すぎて支配に苦労をする必要があった、ということなのかもしれない。
 
 
ヨシュア記　19:24-31
　アシェル族は地中海沿岸部が割り当てられている。広さは結構あり、ゼブルンなどの４倍近いか。イスラエル人はあまり海に出る傾向がなかったようだが、北には地中海を席巻したフェニキア人の支配が近かったし、南のペリシテはそれと同系列の民族だから、海からの勢力に対する防波堤的役割も期待されていたはずである。ただ、後の北イスラエル王国の領土を見ると、アシェル族の部分はかなりフェニキアに侵攻されているので、十分に役割を果たしきれなかったということかもしれない。まあ、王国時代になれば、一部族の責任ではないのだが。
 
 
ヨシュア記　19:32-39
　ナフタリ族はガリラヤ湖西岸（この時代はキネレテの海と呼ばれていたが）、後にイエスが活躍した地域を支配することになった。広さはアシェルより少し狭いくらい、ベニヤミンよりは倍以上広い。その割に町の数ではいくらか少ないようだから、この時代はまだあまり開拓されていない地域であったということか。町がないということはカナン人の勢力も少ないということで、支配していくのにはやりやすかったはずである。既存のものを自分たちに属させるのと、新しいものを作り出すのと、どちらが好ましいかは、人によって違うだろうが。
 
 
ヨシュア記　19:40-48
　最後がダン部族である。もともとは南部、ユダ部族の上、ベニヤミンの隣にそこそこの広さが与えられていたが、地域からするとペリシテの勢力とぶつかることは多かったと思われる。ダンは後に最北端に領土を獲得して、そちらにも飛び地のように領地を持つ。ただ、その出来事は士師記18章に出てくるので、ヨシュアの時代ではなく、後のことがまとめて書き記されているのだと思われる。その積極性は良いのだが、そのやり方については士師記はあまり好意的な扱いはしていないように思われる。
 
 
ヨシュア記　19:49-51
　最後にヨシュア自身にも町が与えられているが、これは民の指導者としての功労に報いるものだろう。もっともその領地は彼の出身であるエフライム部族の中だから、イスラエル全体としては何も不満が生じることはなかったはずだ。すでにイスラエル最年長になっていたヨシュアが、せめてもゆっくりと住める場所は必要だったのだ。こうして割り当ては決まったけれど、それらをきちんと支配するかどうかは、各部族の決意と実行次第、つまりは神への信仰次第であったことが、後に明らかになる。せっかく与えられても、それをちゃんと受け取らないことが多いのが人間の現実であるのだ。
 
 
ヨシュア記　20:1-6
　のがれの町は、憎しみや復讐の問題に対する神の答えとして、大事な意味合いを持つ。公的権力による対処が十分ではなかった時代、当事者による対処が容認されていたのはやむを得ない。反撃を禁じて被害者に泣き寝入りを強いるだけでは何の解決にもならない。だがこの規定はもう一歩先の対応策を語る。その際に重要なのは、のがれの町に住む人々の責任である。当事者同士ではどうにも打開できない状況は、周囲の者たちこそが間に入り、その重荷を代わりに背負う覚悟で取り組むことが必要なのだ。そういう人々の存在があって初めて、厳しい事態に光が見えてくる。
 
 
ヨシュア記　20:5
　ここで扱われているのは現代風に言えば過失致死罪であり、殺人罪ではない。この違いはとても大きいのだが、大事な家族を失った遺族からすれば、その喪失感は何も変わりはしない。むしろ、恨まれるようなことをした結果としての殺人よりも、何の理由もなく突然死に至らせられてしまった事態のほうが衝撃は大きいのかもしれない。現代社会は犯人側の意図を中心に考えるが、律法は遺族側の意識を軸に考えている。ただし、過失致死に対する復讐は再び同じ事態を引き起こすことになるわけで、遺族側もそれで心が落ち着くわけでもなく、だからこそのがれの町によって循環を止め、遺族側をも救うのがこの意図には含まれる。具体的なやり方はともかく、こういう認識は現代においても大事なことだと思う。
 
 
ヨシュア記　20:7-9
　これはとてもむずかしい役割で、多くの苦労が求められるものだ。安易に誰にでも頼めるものではない。だからこそこれらのがれの町はレビ族の町に割り当てられている。民全体のために仕え、神との結びつきを支えていく彼らの存在は、いわゆる礼拝だけでなく、人々の歩み全体にも関わるものであったのだ。とりなしというものが聖書には出てくる。誰かのために負担を背負う行動だ。信仰者には、この大切な役割が期待されていることを心しておきたい。
 
 
ヨシュア記　21:1-42
　レビ族はまとまった地域が与えられたのではなく、諸部族の中からばらばらに町々が与えられている。一つの部族として考えるとこれはとても心許ないことで、部族間の争いにでもなればあっけなく奪われかねない。だが、神ご自身が彼らを支えていたこと、そして民全体としてもレビ族の存在を大事に考えていたことが、これらの町々が確立していく大きな礎となっていった。事態は必ずしも理想的にはいかないけれど、後に「良きサマリヤ人」の話でもレビ人が特別な存在として登場するように、このような意識がはるか後まで継承されていたことはうかがい知れる。ヨシュアから新約時代までは千何百年にもなる。これは驚くべきことだろう。
 
 
ヨシュア記　21:43-45
　諸部族は、割り当てられた土地のすべてを獲得したわけではない。彼らは恐れて尻込みもした。その課題は別途語られている。ここでは、そんな民であるけれども、神ご自身はしっかり約束を守り、助け導いてくださったのだということが告げられている。一つもたがわず、との言葉は、聖書全体にあるかもの約束を思うときにも、非常に重要である。主は全能であり、そしてまた、信頼できる方なのだ。
 
 
ヨシュア記　22:1-6
　ルベン・ガド・マナセの半部族は、モーセ存命中に獲得したヨルダン川東の地域にすでに領地を得ていた。彼らとしては新たな戦いが必要な地域よりも既存の地を望んだのだが、もともとの「約束の地」は西側を意図していたのでその地域は外れのほうとなり、価値としては低めで、あまり望まれない場所でもある。ゆえに、彼らの願いは認められて、ただ、他の部族と共に戦い続けることが義務として命じられていた。彼らはその使命を果たし続け、他の部族の領地が定まったことで、ようやく自分らの領地に戻る時期を迎えていたのだ。お疲れ様、というふうなところである。
 
 
ヨシュア記　22:7-9
　ヨシュアはこの三部族（正確には2.5部族）の活躍を快く思っていたようである。彼らの旅立ちを祝福し、十分な財産も持ち帰るように指図している。ヨルダン川を渡ってからの奮闘は、いわば他の部族のために尽くすものであったのだが、そういう取り組みはよく評価され、称賛されるのにふさわしい。他の人のために尽くし、仕えることは、後々キリストも語られたことで、人としての大事な生き様である。
 
 
ヨシュア記　22:10-12
　この時期の記録には、イスラエルの民が、何をどう生きていけば良いのか、具体的な対応について模索している様子がよく出てくる。自分の好きなように生きるつもりならば、その時々の気持ちのままに進めば良いことだ。神に従うと決意しているからこそ、物事について迷い、考え、悩んだりもする。時にはこのように混乱が生じることもあるけれど、でも、人々のこういう葛藤と真剣さは大事なものだというのが、これらの記述の語るところである。
 
 
ヨシュア記　22:10
　今ここで問われているのは、ルベン部族らがヨルダン川東岸に祭壇を築いたことの是非だ。イスラエルには祈りの場としては会見の幕屋があり、それが全体の中心だった。ゆえに、他の祭壇を築くことは離反を意図しているのではないか、主なる神を否定しているのではないかと疑義が起こったのだ。イスラエルは金の子牛の事件で別の神を拝もうとして強く思い知らされていたので、敏感に反応したのである。後に見るようにそれは杞憂だったが、でも、こういう真剣さは必要なことだ。
 
 
ヨシュア記　22:13-20
　問題行動がなされていると思った時、カッとなって相手にぶつかっていく、というケースは少なくない。事の重大性を考えて、看過できない、今すぐに対処を、と思う心も、それはそれで必要ではある。ただ、時にそれは思い違いで、真の意味合いを見逃していて、結果、良き解決を壊してしまう場合もある。全イスラエルは激しく憤り、ただちに行動を起こそうとしたのだが、その第一歩はまず、祭司を中心とした代表団によって問い質すというところからであったのは、とても意義があることだ。士師記20章の様子と比べてみるのも良さそうだ。
 
 
ヨシュア記　22:16-20
　全イスラエルは、この事態を神に対する重大な違反行為だと受け止めていた。単に神に叱られるから、ということではなく、イスラエルの存在基盤そのものを覆すものになると思った。だからこそ事態の深刻さを強く意識して、このような行動に出ている。この後に記されているように、その懸念は杞憂ではあった。でも、そういう危機感というものはしっかりと持っていたいものだ。ただし過激行動には走らないように、であるが。
 
 
ヨシュア記　2:17-20
　ここに見られるように、民の危機感は過去に自分たちが犯した罪を思い起こしてのものだった。神の赦しがあれば、その罪そのものをもはや負い目に感じ続ける必要はない。けれど、そういう問題性を抱えている自分であることを記憶し、また、何が問題であったのかをしっかり認識するための記憶としては、忘れてはいけないものだ。そのような自覚がなければ、人は再び同じ過ちに陥ってしまうのだから。
 
 
ヨシュア記　22:21-29
　ようするにこういうことだ。いつの日か、ヨルダン東岸は西岸の本拠地からのけ者にされてしまう時が来るかもしれない。だから、自分たちは同じイスラエルとして一体であることを後々まで語り伝えるために、会見の幕屋にある祭壇と同じものをこの東岸にも築いたのだ。これは分離のためではなく、一致のためのしるしなのだ、と。それゆえ、本来の幕屋でなされる神への礼拝と同じことはしない、と語られている。あくまでもその一致を示すための礼拝にのみ用いられるのだ、と。
 
 
ヨシュア記　22:24-27
　もっとも、後々の歴史を見ると、ヨルダン東岸がイスラエルから除外されるような扱いを受けたという記録は、聖書には出てこない。この祭壇が効果を発揮したという記載も見当たらないので、まあ、心配のしすぎであったとは言える。ただ、当時の状況からすると東岸が切り離して考えられてしまうことを案ずるのは分かる。それまでヨルダン川は明確に分離の境だったのだから。そうやって動揺するのは分かるので、彼らに間違った動機がないことは分かるのだが、だからこそなおさら、ではどうするのかという点において、よくよく考え、慎重であるべきでもある。悪意がなくても争いに発展する場合はあるのだから。
 
 
ヨシュア記　22:30-34
　全イスラエルは、三部族の弁明をしっかりと理解し、受け入れた。激怒していた民が、けれど、しっかり冷静に事を受け止めたのは何よりである。このような率直で真摯な対応というものが常に保たれていたら、この世界はどれほどましになるか。人は時に間違いを犯す。悪意からか、単なる間違いかは様々でも、ちゃんと決着せねばならない。こういう姿は、そのための大事な土台と言えるだろう。
 
 
ヨシュア記　23:1-2
　ヨシュアは、もともとイスラエルの中で最年長である。あの40年を生き残った二人なのだから。それだけに、こうして彼の「老い」が語られることは、イスラエルが次の世代に移り変わろうとしていることを強く意識させられるものがある。世代交代は自然の流れだが、そこでふさわしく移行できるかどうかは民の歩みにとって重大なことだ。イスラエルの歴史を見ると、その点での失敗は繰り返されている。ヨシュアがこのように口を酸っぱくして語るのは、そういう危機感からのものであり、大事なことであるのだ。
 
 
ヨシュア記　23:3-5
　この時点でのイスラエルはモーセ時代よりもずっと良い状態で、しっかり神を信頼して、神に従う姿勢を見せている。ただ、士師記に見られるように、それは続かなかった。民の状態が保たれるための鍵としてヨシュアが人々に告げたのは、神の指示に従い、また神の助けを信頼して、割り当てられた領地の確保に励めということだった。領土拡大の使命というよりも、強大な敵を前に尻込みするのか、それとも神を信頼して前に過噛むのかということで、その信仰が問われていくことを思っていたからだ。実際、この点での課題が後々に影響を及ぼしたことが、やがて記されていく。
 
 
ヨシュア記　23:7-13
　約束の地を掌握することは、単に領土を確保するというだけでなく、他民族に迎合していかないことを示すものでもあった。奴隷生活から荒野を旅してきたイスラエルは、土地の人々よりもどうしても文明的に後進的になる。より発展したものに心を奪われ、霊的なものも感化されてしまうならば、せっかくの信仰が崩されてしまう。それを案じての、強い命令でもある。本来、イスラエルは領土以上に、神ご自身という最も確かな土台を持っていたのだから、他になびく可能性などないはずだが、現実には、神の偉大さもすばらしさも忘れて、混迷の中に身を落としていくことが多々あったのだ。
 
 
ヨシュア記　23:13
　民が回りを恐れて神への信頼を忘れてしまうならば、事は何も進みはしない。まあ、当たり前のことではある。車に乗っているのに、その車のエンジンを信用せず、アクセルを踏まずに身体を揺すって、何とかして動かそうと躍起となるのは、ただの愚かさであろうが。イスラエルを導くのは神ご自身である。それが神の民の姿である。だとしたら、神に期待することを忘れたら、どうすることもできないのだ。これを鋭い警告とすると告げられている。
 
 
ヨシュア記　23:14-16
　ヨシュアは自分がまもなく民から離れて行かざるをえないことを知っていた。だからこそ、民に向けて、必死に語りかけている。神に頼り、神に従い、神と共に歩み進め、と。この切なる叫びは、先を歩む世代が、次の世代に対して持つ、共通する思いだろう。今、ここに生きている私たちは、その叫びをしっかり受け止めていく必要があるのだ。
 
 
ヨシュア記　24:1-13
　モーセが申命記でしたように、ヨシュアも最期を間近にして、民に告別の話をしている。その際に、ここまでの歩みを振り返るのも同じスタイルだ。ヨシュアは、あのときのモーセの言葉をしっかりと心に刻んでいたのだろう。そしてまた、神が自分たちに何をしてきてくださったのかを振り返ることは、聖書の中で何度も記されている大事な視点でもある。新たな道を歩き出そうとするとき、または、道に迷って思い悩むとき、私たちは神の御業に思いをはせるべきである。そうすれば、何をどうすればいいのかを、きっと見いだすことができるのだから。
 
 
ヨシュア記　24:2-13
　イスラエルの歩みが語られているのだが、そこに出てくる主語が「神ご自身」であることに読んでいて気づいただろうか。イスラエルが何をしたか、ではなく、神が何をなさったのか、がすべてになっている。この歴史の中には、イスラエルの問題点も大事な要素のはずだ。40年の放浪はイスラエルが神に背いたからだ。でも、ここではその点すらも語られていない。徹頭徹尾、一切は神の御業。神ご自身がそのように語られているということは、神がこの民の命運について全責任を担われるのだ、という意思表示でもある。そういう方が共にいてくださることの幸いを、しっかり受け止めておきたい。何しろこの方は「神は私たちと共におられる」という名前を持つ方なのだから。
 
 
ヨシュア記　24:12-13
　この点を忘れてしまう時、人は思い上がり、高ぶり、神を神とせず、まるで自分たちが神であるかのような尊大さを身にまとうことになってしまう。もちろん一連の中でイスラエルもまた戦ったし、苦労もした。回りの人々からは賞賛の声もあるだろう。でも、本人としては、自らの認識としては、私たちはやはり知っていなければならない。このことは、ただひたすらに、神の御手によって与えられた祝福であるのだということを。そうすれば、自分が歩むべき道がどこにあるかを見誤ることはない。残念ながらイスラエルは、この次の世代に至ったとき、神の祝福を忘れてしまった。そして、士師記の混乱に陥ってしまったのだ。
 
 
ヨシュア記　24:14-15
　主なる神こそが自分たちを助け導いてくださっているのなら、その方を信頼し、付き従うことは当然の結論のはずだ。ヨシュアはそのつもりで語っているが、でも、人々の自発的な選択と決断を問いかけている。あなたはどうするのか、と。その際に、彼は自らの決断を表明して、その上で問いかけているのは意義深い。他の人に問うだけではなく、大事なことであるほどに、それはまず自分自身が問われ、そして、表明していく中でこそ、その問いかけは他の人にもしっかりと届いていくのだ。たとえ相手が応じなくても、あるいは迷い続けていたとしても、まずは自分の立ち位置をはっきりと示していくこと。それが良きものを作り上げていくための、始めて行くための礎となる。
 
 
ヨシュア記　24:15
　自分の立ち位置を語る時、「私と私の家は」とヨシュアは言った。当時は絶対的な家長制であったので、ヨシュアの意向は家族全体の意向、という背景もあるだろう。でも、それだけなら、わざわざ言及しなくても良いはずだ。むしろこれは、ヨシュアの願い、そして決意であろう。自分の大切にしている家族が、皆でまっすぐに神の前に生き、神と共に歩み、その祝福を享受していくのだ、と。現代はもっと個人主義的な世界になっているけれど、この願いと決意は決して変わりはしない。神の幸いを知る者として、自分の愛する者たちがこの祝福を手にしてくれるようにとの切なる願いを、私たちは片時も放しはしないのだ。
 
 
ヨシュア記　24:26-18
　この応答は力強い。確かに、ヨシュアの時代のイスラエル人は、その歴史の中でも最もよく神と共に歩んでいたのだと思う。彼らの語る内容も聖書の教えることと合致していて、彼らが神の呼びかけにちゃんと向き合っていることを感じさせる。神が祝し、導いてくださっているからこそ、神についていくのだ。もちろん、足りないところはあったことはすでに指摘されていた。それでも彼らは神と共に生きていこうと決意し、そのことを表明している。こういう姿勢は大切なのだ。だから受洗は勧められる。気分の問題ではなく、大事なこととして提示されている。
 
 
ヨシュア記　24:19-28
　民の応答に対して、ヨシュアはかなり慎重な姿勢を示している。繰り返し警告を発し、あなたがたの決意は信頼できないというふうである。こんなにまで言われたらいやになってしまわないかと心配になるが、ヨシュアとしては民がちゃんと立つことのほうが大事と考えたのだろう。そして民はその願いに応えている。繰り返し、ヨシュアの問いかけに明確に返答している。大事なことであるほどに、繰り返し、というものは大切なのだろう。人は容易に忘れ去っていく存在であるからこそ。
 
 
ヨシュア記　24:26-27
　記念碑というものが、このあたりの時期には何度も出てくる。もちろん聖書の言葉そのものが最も大切な礎であるが、それと共に神は様々な方法で人々に、この教えを思い出させ、自分たちの信仰を思い出させていこうとなさっている。ちゃんとわかっているから大丈夫、などと慢心せずに、そういう手はずを大事に用いていくことが、その人の歩みをより確かなものにしていくのだ。神が設けられた記念は、こういった碑の類もあるし、また、様々な祭りもまた、同様の意味合いを持っている。過越の祭りなど。クリスマスやイースターも、それ自体が特別な効能があるわけではないけれども、でも、大事な記念であり、私たちの信仰を育むものなのだ。
 
 
ヨシュア記　24:28
　指導者ヨシュアの最期を前にして、諸部族の代表者たちは共に集まって、この大切な確認をしてきた。ヨシュアはできるだけのことをした。それで、人々をそれぞれの領地に送り出している。ここから先は、それぞれがしっかりと生きていくしかないのだ。ただ、気になるのは後継者のことだ。モーセの後にはヨシュアが立てられた。でも、ヨシュアの後は明確ではない。それがこの後の混乱につながっているのか。いや、ネヘミヤたちの後は大祭司たちがちゃんと活躍した。もちろんこの時代も祭司たちはいたし、レビ人もいた。彼らの課題が士師記につながったのか。このあたりは改めて考えてみたいものだ。
 
 
ヨシュア記　24:29-30
　ヨシュアはこの時、イスラエル最年長である。モーセよりは10歳若い。でも、あの40年も含めて、よく奮闘してきた。なすべき業をなし終えた、という思いは、後にパウロが語ったものと共通していたのではないか（第二テモテ4:6-7）。そんなふうにして生涯を閉じることができたら幸いである。長さではなく、業績云々でもなくて、神の前に歩んできたぞ、ということを何よりの幸いとして心に喜びながら、という点で。
 
 
ヨシュア記　24:31
　この言葉は、ヨシュア記としてはごく自然な表現だろう。でも、士師記を知っている者としては、この言葉の深刻さを思わずにはいられない。ヨシュアと同世代の人々が生きている間は大丈夫だったのだ。彼らは誓った言葉を果たしていた。だが、その次の世代は神を忘れ始めてしまった。そのことは、あまりにも悲しい出来事である。そしてまた、私たち自身も深く心しなければならないことである。自分たちだけではない。後の人々もまた神の祝福の内にあるようにという願いと取り組み。それがどうしても欠かせないのである。ヒゼキヤの言葉を思い出す（第二列王20:19）。
 
 
ヨシュア記　24:32
　この出来事は、創世記50:25にあるヨセフの言葉を受けたものである。よくぞここまでそのことを覚えていたものだと感心するが、それもまた、神が自分たちをエジプトから連れ上ってくださったのだという喜びと感謝、神への信仰を表すことの一つであったのだ。過去のことは、決してただ過去の過ぎ去ったこと、というものではない。今の私たちが前を向いて、将来に向かって生きていくためにこそ、過去のこと、何よりも神との関わりのことは、大事な踏み台となっていくのである。
 
 
ヨシュア記　24:33
　ヨシュアと共に歩んできた大祭司である。ヨシュアはおもに政治の類に関することをリードしていたので、日常的な信仰面のリードは大祭司がしていたはずである。モーセのこともよく知っていた二人が亡くなったことは、出エジプトからの一連の歩みが終わりを告げたことを示す。このことが、新たな進展につながっていけば良かったのだが。人はいずれは死ぬ。代替わりは避けられない。そこでどのように移っていくのかは、大きなことなのだ。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。

OPS/images/cover-image.png
MAANR  SHhantu

#H |





OPS/toc.xhtml
		第1章






OPS/js/book.js
function Body_onLoad() {
}





